
組合の強みを活かした新たな取組を

“伴走支援”で徹底サポート！

がんばる組合

経営力強化・再構築
支援プログラム

２０２５新たな取組をお考えの

活用組合
募集中

14:00～16:00
７/７（月) ミグランス橿原市役所分庁舎

橿原市内膳町１丁目１−６０

お申込みは右記QRコードからWEBフォームに入力
いただくか、直接お電話でも申込を受け付けています。

奈良県中小企業団体中央会 TEL：0742-41-3200
がんばる中小企業等の経営力強化・再構築支援事業

まずはお気軽にご参加ください。

中央会HPからも
申込できます



組合も で

新たな価値を見出す。

プログラムの流れ
自己変革力が必要な時代へ

物価高や賃上げ、深刻な人手不
足、事業承継・後継者問題、国際
情勢等、組合（業界）を取り巻く
環境が激変するような不確実性の
高い時代にあっては、その変化に
柔軟に対応する「自己変革力」が
不可欠です。
そのような中、組合（業界）が

活性化するためにも、既存の
在り方にこだわらず、
新たな領域へ踏み出す
ことが重要となります。

伴走支援による新たな取組
へ

しかし、組合が単独で新たな取組

に挑むことは困難です。

そこで、第三者による伴走支援を

通じ、“共創”することで、新たな

方向性を創出することが可能となり

ます。

従来にとらわれない発想から、本

質的課題を発見することで、組合活

性化につながり、また「自走化」を

意識した自己変革力が

養われます。

本事業の理解を深めるためのキックオフセミナーです。現在の経済情勢も交えながら、自組合の課題に
ついて考えます。

（参考）「中小企業白書2022」第3章共通基盤としての取引適正化とデジタ
ル化、

経営力再構築伴走支援より

審査・選定を経て8月以降に以下の支援を行います。

【講習】
■経営課題のタイプについて

経営課題とは組合の経営の改善
や改革を進めるために取り組むべ
きテーマ。経営課題には３つのタ
イプがあり自組合の抱える課題が
「どのタイプか」を確認し、「自
組合の経営課題」の整理を進めま
す。

■活用組合の事例紹介
過去2年間で本事業を活用した

組合の取組事例を紹介します。取
組事例を知ることで、自組合での
活用イメージをしていただきやす
くなり、それにより組合全体の活
性化につながることが期待できま
す。

【ワーク】
■経営課題分析・ギャップ分析

自組合の課題は何か、課題は３つ
のタイプのどれに該当するかを確認。
また理想の状態と現在の状況と

ギャップを解決するために、やるべ
きことを
洗い出す課題抽出方法で、ギャップ
解消に必要な解決策を検討します。

現状課題の把握・対応の目標設定を行います。検討方法については、各組合の課題に合わせた思考ツールを
活用して、担当する専門家及び中央会指導員と共同で進めていきます。

進め方として、組合の課題に合わせた思考ツールを活用
して、課題の生じた状況・背景・原因・改善策等分析や対
応の検討・指導を行います。また、その内容を確認しなが
ら、現状の問題点・組合の持っている想い・志・使命・
夢・実現したいこと等を担当する専門家がしっかりお聞き
した上で行います。
ご参加の際には構えることなく、安心してご参加

ください。

【流れ】
［1回目］思考ツールを用いた分析の内容を再確認し、課題の深掘りを行います。
［2回目］取り組むべき課題を明らかにし、優先順位をつけます。
［3回目］優先度が高い課題の課題解決方法案を検討し、具体化します。
［4回目］組合活動変革に結びつけるための実行内容と実行計画を具体化します。
［5回目］組合活動変革の実行内容・実行計画・成果目標を共有し、活動のスタートを宣言しま
す。※上記流れは標準的なものであり、組合に合わせた最適な支援内容になるよう柔軟に対応する予定

です。

本事業の取組事例に
ついて、他組合への普
及を行うことで組合全
体の活性化につながる
ことが期待できます。

集合研修において見
えてきた課題・目標に
対して実現可能性を模
索しながら、解決方法
及び取組方針の検討を
行います。

［ケース1］組合としての存在価値が見い出せず困っている。組合員の
ため

の新たな取組を検討したい。
［ケース2］既存事業の見直し、または新規事業を検討したいので、専
門家

の継続的なバックアップがほしい。
［ケース3］組合役員が一新された。この機会に組合としての存在意義
を

改めて見直したい。
［ケース4］組合事業が低迷しているが、事業再構築に取組み共同事業
の

活性化を図りたい。

【成果発表】
本事業の取組における成

果を発表いただきます。
本プレゼンは組合内部へ

共有するためのツールとし
ても期待できます。

【ディスカッション】
本事業の成果に対して、

意見交換を行います。新た
な視点での気づきや改善点
によりブラッシュアップが
できます。

5回の訪問支援だけでなく、支援間に中央会指導員によるフォローアップを繰り返し行い、より効果的
に成果につながるよう支援します！



キックオフセミナー
（無料）

令和７年７月７日（月）14:00～16:00
ミグランス橿原
※公募の条件ではありませんが、受講いただくことを
お勧めします。

公募受付期間
令和７年7月８日（火）～
令和７年7月２２日（火）まで
※選定委員会により4組合を選定します。

集合研修
令和７年8月上旬
※採択組合を対象に合同でワークショップを行います。
応募時は本研修に参加できることも条件となります。

個別支援
令和７年8月～令和８年2月末まで
※期間中に5回の訪問支援を行います。

成果普及
報告会

令和８年3月初旬
※本事業による成果発表を行います。

「組合」として新たな取組や既存事業の活性化に挑む意志があり、
奈良県中小企業団体中央会の会員であること。

4組合

８４，０００円

※提出書類の返却はいたしません。
※書類審査の内容は公表しませんので、審査結果についての問い合わせはご遠慮ください。
※応募にあたっての個人情報は、「がんばる中小企業等の経営力強化・再構築支援事業」のみで利用させて
いただき、その他の目的には一切使用しません。

※スケジュール・内容は都合により変更となる場合もあります。予めご了承ください。

活用における
成果物

1.経営課題分析・
ギャップ分析結果

2.思考ツールの活用 ３.成果資料

組合のあるべき姿と現状の
姿のギャップを分析して、解決
すべき問題が何であるか具体
化した結果となります。

課題の生じた状況・背景・原
因・改善策等の分析を行うツー
ルです。組合の課題に合わせて
最適なツールを活用します。

成果発表における作成資料は、
そのまま組合内部に取組の方向
性を伝えるツールとなります。

奈良県中央会補助対象組合選定委員会において、「課題把
握の的確性」、「事業実施の必要性」、「事業計画の妥当性」、
「実施効果等の観点」について評価し、総合評価のうえ補助対象
組合を決定します。


